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ᾍ主な内容

帰財政健全化に向けて
着実な歩みを進めています

帰CULTURE&SPORTS
帰お知らせ
帰広報連絡委員レポート
帰エニスホール・三国サミットイベント情報
帰WithYou
帰Topics～町の話題・投稿～

◆いろいろな給付と手当

プライバシーに配慮して、名札等に画像処理をしています
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【
用
語
解
説
】

①
町
税

み
な
さ
ん
が
町
に
納
め
た
税
金

②
地
方
譲
与
税

自
動
車
重
量
税
な
ど
の
一
部
で
、
も
と
も
と

地
方
税
と
し
て
納
め
る
べ
き
も
の
を
、
国
税

と
し
て
徴
収
し
、
町
へ
譲
与
さ
れ
る
お
金

③
利
子
割
交
付
金

国
が
徴
収
し
た
利
子
税
の
中
か
ら
町
へ
交
付

さ
れ
る
お
金

④
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
の
一
部
で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

⑤
地
方
交
付
税

所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

⑥
繰
入
金

町
が
持
っ
て
い
る
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り

繰
り
入
れ
ら
れ
る
お
金

⑦
地
方
特
例
交
付
金

恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
額
の

一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
地
方
税
の
代
替

え
の
財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

⑧
町
債

公
共
事
業
を
行
う
た
め
の
長
期
借
入
金
の
こ

と

野
木
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成

年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
に

２０

開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
１
０
９
億
９
９
３
２
万
円
と
な

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は

億
２
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す

６１

る
と
１
億
４
９
０
０
万
円
（
２
・
５
％
）の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
増
減

理
由
は
、
民
生
費
１
億
６
４
０
０
万
円
、
土
木
費
１
億
３
２
０
０
万
円
の
増
額
、

衛
生
費
１
億
４
３
０
０
万
円
の
減
額
な
ど
で
す
。

将
来
に
向
け
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
財
政
健
全
化
」
を
推
進
す
べ
く
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま

し
た
。

進めています
～一般会計当初予算61億2,600万円～
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基金現在高
金 額基 金 名

9億0,874万円財政調整基金

6,293万円減債基金

1億3,826万円公共施設整備基金

1億5,087万円義務教育施設整備基金

1億0,217万円まちづくり基金

967万円災害基金

2億2,643万円地域福祉基金

4億0,735万円土地開発基金

8,857万円介護保険給付費準備基金

20億9,499万円合 計

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区 分

4,74324,307本 庁 舎

1,0293,218警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,905214,477学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

415242,630公 園

22,094303,175その他の施設

95090,314山 林 ・ そ の 他

78,093885,130合 計

公債現在高

金 額事 業 債 名

42億4,770万円一 般 会 計 事 業 債

5億4,510万円農業集落排水事業債

41億2,630万円下 水 道 事 業 債

11億8,741万円水 道 事 業 債

101億0,651万円合 計

当初予算額の推移平成20年３月31日現在

平成２０年３月31日現在

平成20年３月31日現在

財政健全化に向けて着実な歩みを

財政特集
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１人当たりに
使われるお金

１人当たりが
負担する町税

総務費

38,564円

固定資産税

65,853円
民生費

59,129円

町民税

69,600円
土木費

34,228円

町たばこ税

6,132円
公債費・教育費・衛生費他

102,864円

軽自動車税

1,104円
平成20年３月31日住基人口26,092人より計算

平成20年度 会計別予算
増減率(％)比較増減額前年度予算額本年度予算額会 計 名

2.51億4,900万円59億7,700万円61億2,600万円一 般 会 計

7.21億6,726万円23億2,947万円24億9,673万円国民健康保険特別会計

特

別

会

計

活

86.2

活

13億5,039万円15億6,629万円2億1,591万円老 人 保 健 特 別 会 計

8.99,532万円10億7,430万円11億6,962万円介 護 保 険 特 別 会 計

－1億8,694万円－1億8,694万円後期高齢者医療特別会計

活

5.8

活

395万円6,752万円6,357万円農業集落排水事業特別会計

活

31.5

活

3億4,075万円10億8,130万円7億4,055万円公共下水道事業特別会計

0.0

活

6万円3億4,845万円3億4,839万円収 益 的 収 入
水

道

事

業

活

5.6

活

1,928万円3億4,509万円3億2,581万円収 益 的 支 出

活

71.3

活

6,350万円8,910万円2,560万円資 本 的 収 入

活

12.9

活

3,174万円2億4,699万円2億1,525万円資 本 的 支 出

毅小山広域保健衛生組合負担金…………… 3億4,380万円

毅町道整備・管理事業……………………… 3億4,059万円

毅公共下水道事業特別会計繰出金………… 3億0,992万円

毅常備消防事務委託事業…………………… 2億4,666万円

毅自立支援給付事業………………………… 2億4,022万円

毅介護保険特別会計繰出金………………… 1億8,578万円

毅児童手当支給事業………………………… 1億6,800万円

毅丸林保育所運営事業……………………… 1億6,378万円

毅後期高齢者医療事業……………………… 1億3,097万円

毅国民健康保険特別会計繰出金…………… 1億1,111万円

毅保育所運営委託事業……………………… 1億1,058万円

毅文化会館管理運営委託事業……………………8,887万円

主な事業の予算（一般会計）

※今年度より、後期高齢者医療特別会計が新設されました。
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１9年度予算の執行状況

財政特集



弓道教室

日 時 毎週水曜日
午後１時３０分～
毎週土曜日
午後７時～
※１回２時間・全10回程度

場 所 町弓道場
対 象 中学生以上
申 込 随時

問小林文之 緯（５６）０１２３

貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセットは、入れないでください。
開館中は、カウンターに返してく

ださい。

おはなし会

■
日 時 ５月２日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森
■
日 時 ５月１３日、２０日、２７日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ
■
日 時 ５月１７日（土）

午後２時～２時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
図書館職員

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸出ができ
ますのでご利用ください。
ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸出は行っていません。

５慨９ 友沼小
１３：１０～１４：１０

５慨１４ 佐川野小
１３：１５～１４：００

５慨１５ 新橋小
１３：２０～１４：２０

５慨２１ 南赤塚小
１３：００～１４：００

５慨２２ 野木小
１３：００～１４：３０

新着図書案内

＜一般書＞
産｢居眠り磐音江戸双紙｣読本

（佐伯泰英）
産ネットカフェ難民と貧困ニッポン

（水島宏明）
産病気にならない生き方レシピ集

（新谷弘実）
産楊令伝 ４ （北方謙三）
産ぬばたま （あさのあつこ）
産こころげそう （畠中恵）
産テメレア戦記 １

（ナオミ ノヴィク）
産つゆのあとさき ２

（赤羽みちえ）

＜児童書＞
産コトコトでんしゃ

（とよたかずひこ）
産つきのよるのものがたり

（かさいまり）
産しほちゃんのシフォンケーキ

（中川ひろたか）
産まほうの国のプリンス&プリンセス

（藤真知子）
産本の妖精リブロン （末吉暁子）
産名探偵コナンえいごで推理ブック

（青山剛昌／原著）
産医学のたまご （海堂尊）

こども映画会

「ミッキーのバケーション」

日 時 ５月２４日（土）
午後２時～２時４５分

会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

蔵書点検に伴う休館

５月２８日から６月４日までの８日
間、蔵書点検のため休館になります。
たいへんご迷惑をおかけいたします
が、ご協力をお願いいたします。
なお、６月５日より業務を行いま
すのでご利用ください。
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パソコン・サロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。
日 時 ５月８日（木）

午後１時～４時
５月１７日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

場 所 町公民館２階第４研修室
※申込不要
※日程変更もありますので、公民館
掲示板で確認するか、問い合わせく
ださい。

問町公民館 緯（５７）４１８８

元気の出るスポーツクラブ事業

第22回

ザ・ウォーキング
期 日 ５月２４日（土）
コース 皇居周辺コース(東京)
対 象 元気の出るスポーツクラブ

会員及び町在住在勤者
定 員 先着７０人 貸切バス２台
参加料 クラブ会員 15００円

一 般 2０００円
申 込 ５月８日～

※１人で２人分まで
※定員になり次第締切

申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

※昼食等は各自負担
※お弁当の注文をする方は別途800
円いただきます。

問町生涯学習課 緯（５７）４１８７

元気の出るスポーツクラブ事業

元気いきいき体験教室

普段運動をしていない方や、興味
のある方を対象に体験教室を行いま
す。
日 時
６月～８月の第２・第４月曜日
午前９時３０分～１１時

場 所 町体育センター
内 容 カローリング

スポーツ吹き矢 等
参加無料
指 導 体育指導委員
※申込不要。開催日に直接会場へ。
※体育館シューズ、上履きを各自で
用意してください。

問町生涯学習課 緯（５７）４１８７

第22回

町民ゴルフ大会
期 日 ６月４日（水）
場 所 都賀カンツリー倶楽部
参加資格
町在住在勤者及びその紹介者

定 員 先着２００名
競技方法 新ペリア方式
※女性はレディースティー使用
参加料 １人２５００円
※プレー費等は各自負担
申込期間 ５月１3日～２３日
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 緯（５７）４１８７

第30回

町バドミントン大会
期 日 ５月２５日（日）
場 所 野木中新体育館
対 象
町在住在勤者及び協会が認めた者

種 目 男子ダブルス
Ａ・Ｂ・Ｃクラス
女子ダブルス
Ａ・Ｂ・Ｃクラス

参加料 １組２０００円
申込期間 ５月１日～１８日
抽選会 ５月２０日 町公民館

問松原正代 緯（５７）９２０９

第5回町バスケット

ボール春季大会
日 時 ６月１５日（日）

午前８時３０分～
場 所 野木中新体育館
参加資格 高校生以上のチーム
参加料 １チーム ２０００円
申込期限 ６月５日

問田村勝美 緯（５７）１１８５

第36回町ソフト

テニス選手権大会
期 日 ６月１５日（日）
場 所 町総合運動公園
種 目 一般男女
申込期限 ６月６日

問須見照夫 緯（５７）３７７５
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年
度
の
町
税
等
納
期
・

２０

納
付
方
法
に
つ
い
て

納
期
カ
レ
ン
ダ
ー

納
付
の
し
か
た

①
現
金
で
納
め
ら
れ
る
方

送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
、
指
定
さ

れ
た
納
付
場
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
便
局
で
も
納
付
で
き
ま
す
）

②
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
方

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
口
座
か
ら
、

納
期
日
に
振
替
に
な
り
ま
す
。

（
納
期
日
以
外
で
は
振
替
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

納
付
場
所

産
町
役
場
会
計
課

産
指
定
金
融
機
関

（
足
利
銀
行
本
支
店
）

産
収
納
代
理
金
融
機
関

（
み
ず
ほ
銀
行
本
支
店
、
常
陽
銀

行
本
支
店
、
栃
木
銀
行
本
支
店
、

足
利
小
山
信
用
金
庫
本
支
店
、
小

山
農
業
協
同
組
合
本
支
店
）

産
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

（
関
東
各
都
県
及
び
山
梨
県
内
の

各
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
）

問
町
税
務
課

緯（

）
４
１
２
４

５７

県
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
と

協
働
で
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す

★
栃
木
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機

構
と
の
連
携

町
は
本
年
度
よ
り
「
栃
木
県
地
方

税
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
に
参
加
し

て
、
特
別
対
策
室
と
協
働
で
こ
れ
ま

で
以
上
に
税
の
滞
納
整
理
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を

町
で
は
、
自
主
的
な
納
税
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
が
な
い
場
合
は
財
産
の
滞
納
処
分

（
差
押
・
公
売
な
ど
）を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
差
押
財
産
の
調
査
の
た
め
、

滞
納
者
の
住
居
や
事
務
所
の
捜
索
、

勤
務
先
や
取
引
先
に
訪
問
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
滞
納
処
分
を
し
な
く

て
も
よ
い
よ
う
に
、
自
主
的
な
納
税

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ

う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談
酸
町
税
等
を
納
期
限
内
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告
酸
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

告
書
等
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅

訪
問
、
勤
務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
酸
滞
納
者
の
財
産
に
つ
い

て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

社
、
通
信
機
関
等
に
対
し
調
査
を
行

い
ま
す
。

給
与
調
査
酸
滞
納
者
の
給
与
を
差
押

す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し
給
与
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分
酸
不
動
産
・
預
貯
金
や
生

命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

ど
の
差
押
を
行
い
ま
す
。
差
押
後
も

納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押
財
産
の

公
売
・
取
立
を
行
い
ま
す
。

問
町
税
務
課

緯（

）
４
１
２
４

５７

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日
で
す

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
納
税
は
便
利
な
預
金
口

座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
翌
年
度
か
ら
振
替
と
な

り
ま
す
。
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
た
め
の
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

税
の
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
自
動
車
税
事
務
所

緯
０
２
８（
６
５
８
）５
５
２
１

栃
木
県
税
事
務
所

緯
０
２
８
２（

）
３
４
１
１

２３

電
波
利
用
保
護
旬
間

６
月
１
日
か
ら

日
は
、「
電
波
利

１０

用
保
護
旬
間
」
で
す
。
電
波
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

※
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

緯
０
３（
６
２
３
８
）
１
９
３
９

※
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

緯
０
３（
６
２
３
８
）
１
９
４
５

※
放
送
相
談（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

緯
０
３（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

（8）
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お知らせ

介護保険料後期高齢者医療保険料国民健康保険税軽自動車税固定資産税町県民税区分

全期1期5月

1期6月

1期1期1期2期7月

2期2期2期2期8月

3期3期3期9月

4期4期4期3期3期１０月

5期5期5期11月

6期6期6期4期12月

7期7期7期4期1月

8期8期8期2月



町
施
設
振
興
事
業
団

職
員
募
集

職

種
一
般
事
務

１
名

（
野
木
町
文
化
会
館
ま
た
は
、野
木

町
健
康
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

受
験
資
格

平
成

年
３
月

日
現
在
で
大
学
、

２０

３１

短
大
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
卒

業
予
定
者
ま
た
は
卒
業
者
で
、
昭

和

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

４８
た
方

一
次
試
験

６
月
１
日（
日
）

試
験
会
場

野
木
町
文
化
会
館

（
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
）

試
験
方
法

筆
記
試
験

申
込
受
付

５
月
２
日
～

日
１９

※
来
館
→
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
火
曜
日
除
く
）

※
郵
送
→
５
月

日
必
着

１９

採
用
予
定

７
月
１
日

募
集
要
項
を
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵
送

も
し
ま
す
。

問
苛
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

（
野
木
町
文
化
会
館
内
）

緯（

）
２
０
０
０

５７

ね
ん
き
ん
Ｑ
＆
Ａ

Q
ね
ん
き
ん
特
別
便
と
は
？

A
ね
ん
き
ん
特
別
便
は
、
社
会
保
険
庁

が
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
約
５
千
万
件
の
記
録
に
つ
い
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を

行
っ
た
結
果
、
皆
様
の
基
礎
年
金
番
号

の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記

録
が
出
て
き
た
方
に
、
３
月
ま
で
の
間

に
発
送
し
た
お
知
ら
せ
で
す
。

※
名
寄
せ
作
業
と
は
？

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
、
社
会
保

険
庁
が
基
礎
年
金
番
号
で
管
理
し
て
い

る
年
金
記
録
と
、
基
礎
年
金
番
号
に
ま

だ
結
び
つ
い
て
い
な
い
５
千
万
件
の
記

録
と
を
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
の

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
突
き
合
わ
せ
、

同
一
の
方
の
記
録
と
し
て
結
び
つ
く
可

能
性
の
あ
る
記
録
を
探
し
出
す
作
業
。

煙

煙

煙

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
は
、
名
寄
せ
に

該
当
し
た
方
の
基
礎
年
金
番
号
と
結
び

つ
い
て
い
る
加
入
履
歴
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
金
特
別
便
が
送
ら
れ
た
方

に
は
、
そ
の
他
に
加
入
履
歴
が
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
履
歴
の

漏
れ
や
加
入
日
・
脱
退
日
に
違
い
が
な

い
か
、
ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き

酸
訂
正
が
な
い
場
合

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
方
は
、

確
認
は
が
き
の
質
問
の
回
答
に
「
訂
正

が
な
い
」
を
○
で
囲
み
、
切
り
取
っ
て

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
宛
て
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

酸
訂
正
が
あ
る
場
合

被
保
険
者
の
方
は
、
年
金
加
入
記
録

照
会
票
に
、
記
載
漏
れ
等
と
な
っ
て
い

る
加
入
期
間
に
つ
い
て
、
事
業
所
名
、

加
入
期
間
、
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
等

を
記
載
し
て
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
宛
て
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
方
は
、
年
金
加
入
記

録
照
会
票
に
、
記
載
漏
れ
等
と
な
っ
て

い
る
加
入
記
録
に
つ
い
て
、
事
業
所
名
、

加
入
期
間
、
年
金
手
帳
の
記
号
番
号
等

を
記
載
し
て
、
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

【
緯
０
２
８
２（

）
４
１
３
４
】
で
記

２２

録
訂
正
と
年
金
の
再
裁
定
の
手
続
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
証
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

名
寄
せ
に
該
当
し
な
か
っ
た
年
金
受

給
者
・
被
保
険
者
の
方
に
は
、
４
月
か

ら

月
ま
で
の
間
に
、
順
次
加
入
履
歴

１０
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
、
ご
家
庭
で

皆
様
の
年
金
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

町
住
民
課

緯
（

）
４
１
４
０

５７

お知らせ

（9）



ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
ゴ
ミ
処
理

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か

生
ご
み
の
出
し
方

町
は
、
ご
み
を
有
効
利
用
す
る
目

的
か
ら
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
生
ご
み
と
可
燃
ご
み

を
分
け
、
町
指
定
の
生
ご
み
袋
に
入

れ
て
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

水
分
が
多
い
生
ご
み
は
、

①
水
切
り
を
し
っ
か
り
行
う

②
新
聞
紙
２
枚
以
下
に
包
む

③
包
ん
だ
生
ご
み
を
町
指
定
の
紙
袋

に
入
れ
る

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
手
順
を
行
わ
ず
に

生
ご
み
を
直
接
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

そ
れ
を
町
指
定
の
紙
袋
に
入
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
に
包
ん
だ
生
ご
み
の
処

理
は
、
多
く
の
手
間
と
無
駄
な
コ
ス

ト
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
良
質
な

堆
肥
を
作
る
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
き

ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま
し

ょ
う
。

ご
み
の
処
理
方
法

一
般
家
庭
の
方
へ

町
で
は
ス
ム
ー
ズ
な
ご
み
の
収
集

と
処
理
を
行
う
た
め
、
毎
年
「
一
般

廃
棄
物
処
理
計
画
」
を
定
め
、
ご
み

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
処
理
す
る
う
え
で
は
、
皆
様

の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。

左
の
表
に
示
さ
れ
た
内
容
に
従
い
、

ス
ム
ー
ズ
な
処
理
が
で
き
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
は
小
売
店
な
ど
に

引
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

一
時
多
量
ご
み
や
粗
大
ご
み
に
つ

い
て
は
、
町
委
託
業
者
に
依
頼
す
る

か
、
自
ら
小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集
運
搬
委
託
業
者

産
二
葉
清
掃
サ
ー
ビ
ス

緯（

）
２
１
２
０

５６

産
ラ
イ
フ
メ
イ
ト
緯（

）
３
８
９
２

５７

し
尿
汲
み
取
り
・
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者

産
野
木
衛
生
社

緯（

）
２
２
８
３

５６

産
カ
ワ
ベ
産
業

緯（

）
１
９
８
７

６２

（10）
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一般廃棄物処理計画のあらまし

収集方法と運搬方法収集回数廃棄物の種類と内容

ステーション方式で収集、町
委託業者が収集運搬する。

週２回
生ごみ
【残飯、果物、肉、野菜、漬物、料理く
ず、茶がら、たまご殻など】

週２回
可燃ごみ
【紙類、ビニール類、プラスチック
類、木くずなど】

月２回

不燃ごみ
【ホーロー類、セトモノ類、ビン・ガ
ラス類、金属類、スプレー類、小型電
気器具類、自転車、布団など】
「蛍光灯」及び「アスベストを使用し
た家庭用品」

空缶・空ビン、ペットボトル
はコンテナで一括回収、古紙・
古布は種類ごとに回収、町委
託業者が収集運搬する。

月２回
資源物
【飲料用の缶・ビン、ペットボトル、
古紙・古布】

各人が小山中央清掃センタ
ーへ搬入、もしくは町委託
業者へ依頼(有料)する。

随 時

粗大ごみ
【大型家具類・健康器具など（家電
リサイクル法により、テレビ、エア
コン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機は除
く）】

随 時
一時多量ごみ
【引越等で一時的に多量に出るご
み】

各人が町役場・ホープ館・町
内各小中学校・地域集会所な
どに設置してある収集容器に
出し、町委託業者が収集運搬
する。

月１回
有害ごみ
【使用済乾電池】

原則は投棄者が処理するが、
不明の場合は土地等の所有者
等が分別し、小山中央清掃セ
ンターへ搬入するかもしくは
町委託業者へ運搬を依頼(有
料)する。なお、状況に応じ
て町は協力する。

随 時不法投棄ごみ

事業者自ら小山中央清掃セン
ター、野木資源化センターへ
搬入するか、もしくは町許可
業者へ依頼(有料)する。

随 時事業活動に伴って生じたごみ

戸別に収集、各人が町許可業
者へ依頼(有料)する。

随 時汲み取りし尿

年１回
以 上浄化槽汚泥



事
業
所
の
方
へ

工
場
、
事
務
所
、
商
店
な
ど
か
ら

出
る
ご
み
は
、
町
で
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
。
事
業
者
が
自
ら
適
正
に
処
理

す
る
か
、
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、

自
分
で
直
接
ご
み
を
小
山
中
央
清
掃

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
野
木
資
源
化
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

く
は
、
町
許
可
業
者
へ
委
託
し
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
は「
野
木
資
源

化
セ
ン
タ
ー
」へ
、不
燃
ご
み
等
は

「
小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
」へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
緯（

）
４
１
３
１

５７

野
木
町
国
際
交
流
協
会

世
界
の
言
葉
の
旅
シ
リ
ー
ズ

韓
国
語
入
門
講
座

韓
国
人
講
師
を
お
招
き
し
て
、
あ

い
さ
つ
な
ど
の
日
常
会
話
を
中
心
と

し
て
基
礎
か
ら
始
め
る
集
中
入
門
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時
５
月

日
、

日
（
土
）

１７

２４

午
後
２
時

分
～
４
時

分

４０

１０

場

所

町
公
民
館

講

師

韓
国
人
講
師
（
予
定
）

対

象

中
学
生
以
上
の
方

定

員

各

名
（
定
員
を
超
え
た

１０
場
合
は
抽
選
）

参
加
料

一
人
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

申

込

５
月
７
日
～

日
１２

土
・
日
を
除
く

電
話
ま
た
は
事
務
局
へ

世
界
の
料
理
の
旅
シ
リ
ー
ズ

韓
国
料
理
教
室

韓
国
の
方
を
お
招
き
し
て
、
韓
国

の
家
庭
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

本
場
の
味
を
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
５
月

日（
土
）

３１

午
前

時
～
午
後
１
時

分

１１

３０

場

所

町
公
民
館

講

師

韓
国
人
講
師
（
予
定
）

内

容
鶏
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
コ
チ
ュ
ジ
ャ

ン
煮
な
ど（
少
し
辛
い
も
の
で
す
）

対

象

町
在
住
在
勤
者

定

員

名
（
定
員
を
超
え
た
場

２０合
は
抽
選
）

参
加
料

一
人
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

申

込

５
月
７
日
～

日
１２

土
・
日
を
除
く

電
話
ま
た
は
事
務
局
へ

纂

纂

纂

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
生
涯
学
習
課
内
）

緯（

）
４
１
７
６

５７

お知らせ
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事業所から出る一般廃棄物の処理方法（事業系一般廃棄物）

町許可業者に委託してごみを処理する場合
事 業 者 自ら
直 接ご みを
搬入する場合

処理方法

処分料250円/10㎏＋運搬料250円/10㎏
ごみ処理
手数料

電話番号住 所町許可業者名事
前
に
小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
、
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い

手

続

方

法

（56）2120野木町友沼6400-9㈲二葉清掃サービス

（57）3892野木町南赤塚1533-2㈱ライフメイト

0284（72）2241館林市足次町26-1㈱横田商事

0282（43）8788大平町西水代2534-6㈱静井商会総合リサイクル

0285（28）4845小山市東黒田38㈱鴇商小山営業所

0296（33）0636結城市結城7188㈱結南クリーンセンター

0285（45）3946小山市平和32㈱オーク

0285（23）3026小山市花垣町1-12-10㈲関東実行センター

（98）4870古河市関戸1605-69㈲エンゼルスジャパン

（92）6544古河市磯部1016-2佐野商店

（32）9397古河市常盤町3-1㈲筑波サービス

（56）2126野木町丸林613-11㈲野辺工業

（21）6511古河市牧野地459古河環境サービス㈱

0285（25）1543小山市城北3-2-12㈱石山商会

お
詫
び
と
訂
正

先
般
配
布
し
ま
し
た
「
平
成

年
度
家
庭
ご

２０

み
収
集
計
画
表
」
の
「
粗
大
ご
み
・
一
時
多
量

ご
み
」
欄
中
、
会
社
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤

㈲
二
葉
製
造
サ
ー
ビ
ス

正

㈲
二
葉
清
掃
サ
ー
ビ
ス

お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
時
保
育
と
特
定
保
育
が

始
ま
り
ま
す

子
ど
も
を
育
て
る
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
町
内
の

保
育
所（
園
）
で
新
た
に
始
ま
る
一
時

保
育
と
特
定
保
育
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ

形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
一
時
保
育
と
は
？

Ａ
決
ま
っ
た
日
時
や
短
時
間
の
仕
事
、

病
気
や
家
族
の
介
護
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
と
き
に
、
お
子
さ
ん
を
一
時
的

に
保
育
所（
園
）
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
…

酸
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
の
で
、
決

ま
っ
た
日
や
時
間
だ
け
子
ど
も
を
預

け
た
い

酸
通
院
や
看
護
を
す
る
た
め
、
一
時

的
に
子
ど
も
を
預
け
た
い

酸
子
育
て
を
離
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い

Ｑ
特
定
保
育
と
は
？

Ａ
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
い
仕
事
を
し
て

い
る
方
の
た
め
に
、
お
子
さ
ん
を
保

育
所（
園
）
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
…

仕
事
の
た
め
子
ど
も
を
預
か
っ
て

ほ
し
い
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
で

な
い
た
め
通
常
の
保
育
基
準
に
当
て

は
ま
ら
ず
、
一
時
保
育
で
は
時
間
や

日
数
が
足
り
な
い

Ｑ
対
象
に
な
る
の
は
？

Ａ
町
内
に
住
所
の
あ
る
満
１
歳
以
上

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

Ｑ
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
の
？

Ａ
丸
林
保
育
所
と
い
ち
ご
保
育
園

Ｑ
い
つ
利
用
で
き
る
の
？

Ａ
通
常
保
育
を
実
施
す
る
日
。
祝
日

や
年
末
年
始
な
ど
の
休
所（
園
）日
に

は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
保
育
所

（
園
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
保
育
所（
園
）へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
利
用
料
は
か
か
る
の
？

Ａ
有
料
と
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
保

育
所（
園
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ど
う
す
れ
ば
利
用
で
き
る
の
？

Ａ
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
申
込
書

を
丸
林
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
各
保
育
所（
園
）
に

あ
り
ま
す
。

Ｑ
必
ず
利
用
で
き
る
の
？

Ａ
保
育
所（
園
）
に
よ
っ
て
、
受
入
人

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
人
数
を
超

え
た
と
き
は
、
利
用
を
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お

子
さ
ん
の
健
康
状
態
に
よ
り
お
預
か

り
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
丸
林
保
育
所

緯（

）
１
７
０
８

５６

い
ち
ご
保
育
園
緯（

）
１
２
２
５

５５

あ
す
な
ろ
教
育
相
談
室

専
門
の
相
談
員
が
保
護
者
の
教
育

相
談
や
、
相
談
室
に
通
う
子
ど
も
た

ち
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
保
護
者
は
・
・
・

し
つ
け
や
不
登
校
な
ど
、
お
子
さ

ん
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。

★
小
中
学
生
は
・
・
・

友
だ
ち
関
係
や
い
じ
め
の
こ
と
、

学
校
の
こ
と
、
家
庭
内
の
こ
と
、
勉

強
や
進
学
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
や
悩

ん
だ
り
し
た
こ
と
は
何
で
も
相
談
で

き
ま
す
。

★
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

産
電
話
で
の
相
談
・
面
接
で
の
相
談

産
算
数
、
数
学
、
国
語
等
の
教
科
の

補
修
学
習
に
つ
い
て
の
指
導
支
援

産
読
書
、
工
作
、
運
動
、
ゲ
ー
ム
、

野
外
観
察
等
の
活
動

★
連
絡
の
仕
方
は
？

ま
ず
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
直
接

来
て
頂
い
て
も
結
構
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

（
休
日
除
く
）

相
談
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
電
話
相
談
も
同
じ
）

酸
専
用
電
話

緯（

）
４
１
８
９

５７

あ
す
な
ろ
教
育
相
談
室
で
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
状

況
に
合
わ
せ
て
、
安
心
し
て
通
え
る

よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
ペ
ー
ス
で
安
心
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問
町
こ
ど
も
教
育
課緯（

）
４
１
８
３

５７

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

教
室
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
鎧

い
ま
ま
で
町
公
民
館
の
一
室
を
利
用
し
て

行
わ
れ
て
き
た「
あ
す
な
ろ
教
室
・
幼
児
こ

と
ば
の
教
室
」
が
、町
武
道
館
北
側
に
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
、開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



新
橋
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

算
マ
マ
講
座

子
育
て
の
悩
み
に
、
栄
養
士
・
保
健

師
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

日

時

５
月
９
日（
金
）

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

幼
児
の
保
護
者

名
２０

参
加
無
料

申

込
児
童
館
へ
（
電
話
可
。
完
全
予
約

制
。
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

算
親
子
で
ヨ
ガ

日

時

５
月

、

、

日（
土
）

１０

２４

３１

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

組
１５

参
加
料

１
回
５
０
０
円

申

込

定
員
に
な
り
次
第
終
了

算
将
棋
道
場

日

時

５
月
９
日（
金
）

下
校
後

対

象

小
学
生
以
上

名
３０

参
加
無
料

申

込

児
童
館
へ
（
電
話
可
）

算
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

今
回
は
か
ん
た
ん
ブ
ラ
ウ
ニ
ー

日

時

５
月

日（
土
）

１２

対

象

３
歳
以
上
（
小
学
生
未
満

は
保
護
者
同
伴
）

名
３０

参
加
料

１
人
１
０
０
円

申

込
参
加
料
を
添
え
児
童
館
へ
（
定
員

に
な
り
次
第
終
了
）

算
童
謡
付
読
み
聞
か
せ

人
形
劇
な
ど
他
で
は
味
わ
え
な
い
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
外

日

時

５
月

日（
金
）

２３

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
そ
の
保
護
者

名
３０

参
加
無
料
・
申
込
不
要

算
幼
児
の
お
出
か
け

親
子
で
バ
ス
に
乗
っ
て
動
物
園
へ
。

お
友
だ
ち
同
士
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
外

日

時

５
月

日（
木
）

２９

午
前
９
時
発

午
後
４
時

分
解
散
予
定

３０

行

先

東
武
動
物
公
園
（
遊
園
地

は
除
く
）

対

象

幼
児
と
そ
の
保
護
者

組
５０

参
加
料

３
歳
未
満

１
０
０
０
円

３
歳
以
上

２
０
０
０
円

大

人

２
５
０
０
円

申

込

参
加
料
を
添
え
児
童
館
へ

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

算
楽
器
レ
ッ
ス
ン

音
楽
を
専
門
的
に
勉
強
し
た
先
生
が

レ
ッ
ス
ン
し
て
く
れ
る
よ
外

日

時

土
曜
日
午
後
（
楽
器
ご
と

に
日
程
が
異
な
り
ま
す
）

対

象

小
学
校
高
学
年
～
高
校
生

（
楽
器
持
参
で
き
る
方
）

募
集
人
数

各
楽
器

名
１５

募
集
楽
器

フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ

ッ
ク
ス
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー
ホ
、
テ
ュ
ー
バ
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
料

１
回
５
０
０
円

申

込

児
童
館
へ
（
電
話
可
）

算
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

マ
ジ
シ
ャ
ン
が
き
て
み
ん
な
を
不
思

議
な
世
界
に
ご
招
待
鎧

日

時

５
月

日（
下
校
後
）

２６

対

象

小
学
生

名
５０

申
込
不
要

噛

噛

噛

問
新
橋
児
童
館

緯（

）
９
１
５
５

５７

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

の
イ
ベ
ン
ト

算
折
り
紙
教
室

日

時

５
月

日（
火
）

１３

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

対

象

幼
児
～
小
学
生
と
保
護
者

参
加
無
料
・
申
込
不
要

算
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

全
身
運
動
で
き
る
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

で
す
。
車
酔
い
す
る
、
歩
き
方
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
な
ど
…
お
ス
ス
メ
で

す
。
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
『
さ
ん
は

ん
器
官
の
働
き
』
を
よ
く
す
る
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
を
し
ま
せ
ん
か
。

日

時

５
月

日
、

日
、

日

１７

２４

３１

６
月
７
日
、

日

（
土
）

21

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

対

象

４
歳
以
上

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

参
加
費

８
０
０
円（
保
険
代
）

申
込
期
限

５
月

日
ま
で

１０

申

込

参
加
費
を
添
え
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
不
可
）

算
幼
児
教
室

い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た
り
、
お
絵
か
き

し
た
り
、
体
操
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

随
時
受
付
中
！

水
曜
日
…
０
、
１
、
２
歳

木
曜
日
…
３
、
４
歳

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

噛

噛

噛

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

緯（

）
１
４
４
０

５４

お知らせ
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幼
児
の
フ
ッ
素
塗
布
と

歯
の
健
康
相
談

歯
の
衛
生
週
間
に
伴
い
、
幼
児
の

フ
ッ
素
塗
布
と
歯
の
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期

日

６
月
４
日（
水
）

受

付

午
後
２
時
～
４
時

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

２
歳
６
か
月
か
ら
小
学
校

入
学
前
の
幼
児

内

容

フ
ッ
素
塗
布

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

歯
の
健
康
相
談

他

料

金

無
料

※
当
日
は
必
ず
歯
み
が
き
を
済
ま
せ

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
フ
ッ
素
塗
布
後
、
１
時
間
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）
４
１
７
１

５７

介
護
保
険
料

特
別
徴
収
者
の
方
へ

～
特
別
徴
収
額
の
変
更
～

介
護
保
険
料
は
、
３
年
に
一
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
介
護
保
険
料
額
は
、

年
度
か
ら

１８

年
度
ま
で
の
３
年
間
と
な
っ
て
い

２０ま
す
。年

度
か
ら

年
度
の
介
護
保
険

１８

２０

料
額
は
、

年
度
か
ら

年
度
の
額

１５

１７

よ
り
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
４

月
・
６
月
・
８
月
の
天
引
き
額
（
仮

徴
収
額
→
年
間
保
険
料
額
が
確
定
す

る
ま
で
の
間
に
仮
に
納
め
て
い
た
だ

く
額
で
、
２
月
の
天
引
き
額
と
同

額
）
と
、

月
・

月
・
２
月
の
天

１０

１２

引
き
額
（
本
徴
収
額
→
年
間
保
険
料

が
確
定
さ
れ
て
か
ら
の
額
）
と
の
間

に
開
き
が
出
て
い
ま
す
。

年
度
に
お
い
て
も
昨
年
同
様
、

２０
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
の
差
を
少
な

く
し
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

本
年
６
月
か
ら
の
特
別
徴
収
額
は
、

昨
年
８
月
に
送
付
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
の
額
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
５
月
中
旬
頃
に
通

知
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
今
回
の
額
変
更
に
あ
っ
て

は
、
５
月
現
在

年
度
の
市
町
村
民

２０

税
の
課
税
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
を
も

１９と
に
年
間
介
護
保
険
料
を
計
算
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
っ
て
、

年
２０

度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
に
よ
り
年

間
介
護
保
険
料
が
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）
４
１
９
７

５７

お
や
ま
地
区
手
話
基
礎
講

習
会
受
講
生
募
集

手
話
を
学
ん
で
い
る
方
を
対
象
と

し
た
手
話
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す

日

時

５
月

日
～

月

日

２４

１２

２０

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

時

分

１０

12

30

※
８
月

日
は
休
講

１６

会

場

小
山
市
役
所

対

象
町
在
住
で
、
手
話
技
能
の
向
上
、

聴
覚
障
が
い
者
福
祉
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
関
心
を
持
ち
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

熱
意
の
あ
る
方

①
既
に「
入
門
課
程
」
も
し
く
は
「
基

礎
課
程
」
を
修
了
さ
れ
て
い
る
方

②
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動
歴
３
年
以
上

の
方

③
右
記
の
①
②
に
準
ず
る
経
験
を
お

持
ち
の
方

定

員

名
（
申
込
多
数
の
場
合

１０は
抽
選
）

内

容

・
基
礎
課
程

・
聴
覚
障
が
い
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
の
知
識
・
技
能

受
講
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
４
７
０
円

は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限

５
月
９
日

主

催

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町

主

管

小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）
４
１
７
２

５７

F
a
x（

）
４
１
９
３

５７

小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会

F
a
x
０
２
８
５（

）
９
５
３
５

２３

（14）
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第

回
健
康
福
祉
ま
つ
り

１２
日

時
５
月

日（
日
）

２５

午
前
９
時

分
～
午
後
２
時

３０

場

所

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内

容
式
典
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
詳
し
く
は
５
月
初
旬
配
布
の
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）
４
１
７
１

５７

町
社
会
福
祉
協
議
会

緯（

）
３
１
０
０

５７

第
４
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
選
手
募
集

期

日
９
月

日（
日
）午
前
８
時

分
～

２８

３０

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

会

場
県
総
合
運
動
公
園
、
県
体
育
館
プ

ー
ル
館
、
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

種

目

〈
個
人
〉

産
陸
上
競
技

・
ト
ラ
ッ
ク
…

ｍ
、
１
０
０
ｍ
、

５０

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
な
ど

・
フ
ィ
ー
ル
ド
…
立
幅
跳
、
ビ
ー
ン

バ
ッ
ク
投
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
な

ど
産
卓
球
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
含
む
）

産
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
障
）

産
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

産
水
泳

〈
団
体
〉

産
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

産
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

産
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
知
障
）

参
加
資
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
４
月
１
日
現
在
で

歳
以
上
の
身

１２

体
障
が
い
者
、
ま
た
は
知
的
障
が

い
者

・
栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
方

・
身
体
障
が
い
の
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
す
る
こ
と
。

定

員
各
市
町
、
学
校
、
障
が
い
者
福
祉

施
設
等
の
代
表
選
手

約
２
０
０
０
名

申
込
方
法

・
障
が
い
者
福
祉
施
設
を
利
用
し
て

い
る
方
、
特
別
支
援
学
校
等
に
在

学
す
る
方
、
栃
木
県
知
的
障
害
者

育
成
会
に
加
入
す
る
方
は
、
所
属

先（
支
部
）へ

・
在
宅
の
方
は
、
住
所
地
の
市
町
障

が
い
福
祉
担
当
課
へ

申
込
期
間

５
月

日
～
６
月
６
日

１６

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）
４
１
７
２

５７

シ
ル
バ
ー
大
学
校

期
生

３０

募
集

シ
ル
バ
ー
大
学
校
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
あ
る
人
生
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
活
動
実
践
者
養
成
を

目
指
し
ま
す
。

宇
都
宮
市
に
中
央
校
、
栃
木
市
に

南
校
が
あ
り
、
通
学
の
便
に
合
わ
せ

て
入
学
で
き
ま
す
。

授
業
時
間

１
日
４
時
間

概
ね
週
１
回

（
２
年
間
で
３
２
０
時
間
）

午
前

時
～
正
午

１０

午
後
１
時
～
３
時

学
習
年
限

２
年
間
（

月
入
学
～

年
９
月

１０

２２

卒
業
）

授
業
料
等

年
額

１
８
０
０
０
円
（
予
定
）

資
料
等
年
額

２
０
０
０
円

※
自
治
会
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
実

習
教
材
・
通
学
等
の
経
費
は
自
己
負

担応
募
資
格

・

歳
以
上
で
県
内
在
住
者

６０
・
健
康
で
地
域
活
動
に
意
欲
の
あ
る

方
募
集
期
間

６
月
２
日
～

日
３０

応
募
方
法

入
学
願
書
を
町
健
康
福
祉
課
へ

※
願
書
は
町
健
康
福
祉
課
で
配
布

説
明
会

酸
中
央
校（
宇
都
宮
市
駒
生
町
）

第
１
回

５
月

日（
月
）

１９

第
２
回

６
月

日（
月
）

１６

酸
南
校（
栃
木
市
神
田
町
）

第
１
回

５
月

日（
水
）

１４

第
２
回

６
月

日（
水
）

１８

※
い
ず
れ
も
午
前

時
～

１０

問
中
央
校

緯
０
２
８（
６
４
３
）
３
３
９
０

南
校
緯
０
２
８
２（

）５
３
２
５

２２

お知らせ
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情
報
公
開
請
求
状
況

年

月
か
ら

年
3
月
ま
で
の

19

10

20

情
報
公
開
請
求
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
保
有

す
る
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
請
求

に
応
じ
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

問
町
総
務
課

緯（

）4
1
1
4

57

個
人
情
報
開
示
請
求
状
況

年
４
月
か
ら

年
３
月
ま
で
の

１９

２０

個
人
情
報
開
示
請
求
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
己
の
情
報
を
開

示
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
、
閲

覧
や
写
し
の
交
付
を
も
っ
て
開
示
す

る
も
の
で
す
。

問
町
総
務
課

緯（

）4
1
1
4

57

お
や
ま
地
区
就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
及
び
小
山
地

区
雇
用
協
会
で
は
、

年
３
月
新
規

２１

学
校
卒
業
予
定
者
（
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
等
）
を
対
象
に
、

企
業
を
一
堂
に
会
し
た
就
職
面
接
会

を
実
施
し
ま
す
。
何
社
で
も
面
接
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

日

時

６
月
６
日（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付

時

分
～
）

１２

３０

場

所

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
小
山
市
神
鳥
谷
２
０
２
）

そ
の
他

履
歴
書
複
数
持
参
の
こ
と

問
小
山
公
共
職
業
安
定
所

緯
０
２
８
５（

）
１
５
２
４

２２

ひ
ま
わ
り
の
花
で

花
壇
を
い
っ
ぱ
い
に

第

回
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

１７

ル
を
野
木
地
区
を
会
場
と
し
て
７
月

日
か
ら

日
の
４
日
間
開
催
し
ま

25

28

す
。庭

先
に
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
て
、

町
を
ひ
ま
わ
り
一
色
に
し
て
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
町
内
み
ん
な
の
力
で
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

ひ
ま
わ
り
の
種
を
配
布
し
ま
す

配
布
期
間

５
月
７
日
～

日
30

配
布
場
所

町
産
業
課

（
役
場
新
館
１
階
）

配
布
数
量

１
袋

粒
入
り
を
５
袋
ま
で

２０

配
布
対
象
者

町
在
住
者
及
び
町
内
企
業
・
事
業

所
等

問
町
産
業
課

緯（

）
４
１
５
３

５７

消
防
団
辞
令
交
付
式

退
団
者

酸
本
部
分
団
／
立
岡
匡
文（
団
員
）／

寺
内
和
隆（
団
員
）／
長
嶋
宏
征（
団

員
）酸
第
２
分
団
／
五
月
女
大
輔（
団

員
）／
末
柄
健（
団
員
）酸
第
３
分
団

／
伏
木
忠
広（
分
団
長
）／
新
川
昌
則

（
班
長
）／
池
沢
友
和（
団
員
）／
齋
藤

武
史（
団
員
）酸
第
４
分
団
／
柿
沼
隆

義（
分
団
長
）／
小
林
仁（
班
長
）／
金

原
伸
由（
団
員
）／
高
橋
賢
治（
団
員
）

酸
第
６
分
団
／
秋
山
保
雄（
団
員
）

新
入
団
員

酸
本
部
分
団
／
鹿
村
修
一
／
須
見
俊

光
／
栗
野
智
和
酸
第
２
分
団
／
田
村

健
一
／
川
島
豊
秀
酸
第
３
分
団
／
福

田
功
／
真
瀬
貴
宏
／
大
島
一
憲
／
真

瀬
紀
明
酸
第
４
分
団
／
峯
文
彦
／
舘

野
悟
／
冨
倉
寛
守
／
岩
崎
雄
一
郎
酸

第
６
分
団
／
新
井
元
之
助

幹
部
役
員

産
団
長
／
寳
示
戸
英
夫

産
副
団
長
／
渡
邉
忠
夫
／
小
野
善
行
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3請求件数

1公開件数

2部分公開件数

0（うち不服申立て件数）

1非公開件数

0（うち不服申立て件数）

０請 求 件 数

０開 示 件 数

０非 開 示 件 数

０（うち不服申立て件数）

０訂 正 請 求 件 数

０（うち不服申立て件数）

０削 除 請 求 件 数

０（うち不服申立て件数）

０中 止 請 求 件 数

０（うち不服申立て件数）

０是 正 申 出 件 数

０（うち不服申立て件数）

町消防団員の辞令交付式

が４月１日に町役場で行

われました。

ひまわりは種をまいてから約

７０日で花が咲きます。



産
本
部
団
員
／
大
森
健
雄
／
新
井
直

／
川
島
進
／
鈴
木
武
久
／
鈴
木
誠

産
分
団
長
酸
本
部
分
団
／
谷
内
規
朗

酸
第
１
分
団
／
中
村
英
樹
酸
第
２
分

団
／
金
原
徹
酸
第
３
分
団
／
菅
野
茂

宏
酸
第
４
分
団
／
三
橋
崇
酸
第
６
分

団
／
長
澤
亮

産
副
分
団
長
酸
本
部
分
団
／
渡
辺
昌

文
酸
第
１
分
団
／
日
向
野
静
一
酸
第

２
分
団
／
根
岸
貴
宏
酸
第
３
分
団
／

諏
訪
清
酸
第
４
分
団
／
岩
崎
徹
酸
第

６
分
団
／
鈴
木
規
郎

（
敬
称
略
）

教
職
員
の
異
動【

４
月
１
日
付
】

町
内
異
動
及
び
他
市
町
か
ら
の
転
入

（

）は
前
任
校

教
頭
酸
野
木
二
中（
壬
生
中
）佐
伯
明

弘教
諭
酸
友
沼
小（
壬
生
小
）横
塚
美
代

子
酸
南
赤
塚
小（
藤
岡
小
）長
塚
幸
子
、

（
下
生
井
小
）小
堀
佐
代
子
酸
新
橋
小

（
宇
都
宮
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
）

舩
渡
川
勉
酸
野
木
中（
東
陽
中
）野
尻

俊
二
、（
国
分
寺
中
）中
里
篤
、（
大
平

中
）森
弥
生
酸
野
木
二
中（
小
山
城
南

中
）金
枝
一
、（
南
赤
塚
小
）濱
口
美
幸

新
採
教
諭
酸
南
赤
塚
小
／
小
島
明
酸

野
木
中
／
伊
津
井
愛

新
採
主
事
酸
野
木
小
／
大
木
弥
里

転

出

（

）は
転
出
校

教
頭
酸
野
木
二
中（
三
鴨
小
）宇
佐
美

雄
三

教
諭
酸
佐
川
野
小（
小
山
城
南
小
）館

野
昌
代
酸
南
赤
塚
小（
大
平
西
小
）阿

部
サ
カ
エ
、（
間
々
田
小
）新
村
史
子

酸
新
橋
小（
緑
小
）森
川
匡
友
、（
下
生

井
小
）江
森
京
子
酸
野
木
中（
美
田

中
）阿
部
恵
久
子
、（
東
陽
中
）津
釜
和

弥
、（
小
山
三
中
）和
久
尚
志
、（
小
山

城
南
中
）椎
名
剛
、（
石
橋
中
）井
上
智

子
酸
野
木
二
中（
乙
女
小
）植
木
久
子
、

（
乙
女
小
）金
枝
ひ
か
り
、（
南
河
内
二

中
）関
恵
、（
南
河
内
中
）熊
谷
妃
、（
南

犬
飼
中
）高
橋
瑞
佳
、（
東
陽
中
）中
里

宏
一

町
職
員
の
異
動【

４
月
１
日
付
】

課
長
級
酸
総
務
課
長
／
針
谷
進
▽
企

画
財
政
課
長
／
森
泉
勝
酸
企
画
財
政

課
付
主
幹
／
篠
崎
巌
酸
税
務
課
長
／

藤
間
功
酸
住
民
課
長
／
福
島
光
男
酸

生
活
環
境
課
長
／
長
浜
正
巳
酸
健
康

福
祉
課
長
／
菅
沼
隆
酸
産
業
課
長
兼

農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
岡
村
勝
酸

都
市
整
備
課
長
／
秋
元
吉
行
酸
上
下

水
道
課
長
／
荒
川
勝
酸
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
／
岩
﨑
明
酸
こ
ど
も
教

育
課
長
／
真
瀬
幸
二
酸
図
書
館
長
／

舘
野
本
嗣
酸
議
会
事
務
局
長
／
川
島

実
酸
財
団
法
人
野
木
町
施
設
振
興
事

業
団
事
務
局
長
／
富
田
英
俊

課
長
補
佐
級
酸
総
務
課
長
補
佐
兼
消

防
防
災
係
長
／
菅
谷
勝
巳
酸
企
画
財

政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
／
田

村
俊
輔
酸
住
民
課
長
補
佐
兼
保
健
医

療
係
長
／
上
原
栄
酸
生
活
環
境
課
長

補
佐
兼
人
権
・
地
域
協
働
係
長
／
原

田
正
章
酸
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
健

康
増
進
係
長
／
小
泉
宏
酸
健
康
福
祉

課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
／
大
森

和
男
酸
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
計
画

係
長
／
根
岸
洋
三
酸
都
市
整
備
課
長

補
佐
兼
事
業
係
長
／
神
原
正
酸
都
市

整
備
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
／
片
野

恵
造
酸
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
水
道

係
長
／
川
島
仁
酸
こ
ど
も
教
育
課
長

補
佐
兼
こ
ど
も
支
援
係
長
／
荒
籾
久

男
酸
農
業
委
員
会
庶
務
農
地
係
長
／

齊
藤
一
夫
酸
保
育
所
保
育
係
長
／
柿

沼
利
男

係
長
級
酸
住
民
課
給
付
・
年
金
係
長

／
真
瀬
信
子
酸
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
長
／
伏
木
富
男
酸
健
康
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
長
／
石
渡
真
酸
産
業
課

農
業
振
興
係
長
／
町
田
功
酸
上
下
水

道
課
業
務
係
長
／
山
中
修
酸
上
下
水

道
課
下
水
道
係
長
／
大
高
隆
酸
会
計

課
会
計
係
長
／
栗
田
幸
一
酸
こ
ど
も

教
育
課
学
校
教
育
係
長
／
福
田
治
酸

こ
ど
も
教
育
課
庶
務
管
理
係
長
／
青

木
功
酸
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
／
赤
坂
孝
夫
酸
保
育
所
管
理
係

長
／
柿
沼
幹
雄

※
紙
面
の
都
合
上
係
長
級
以
上
の
お

知
ら
せ
と
し
、
前
任
も
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

退

職

【
３
月

日
付
】

３１

田
村
賢
樹
、
久
米
好
幸
、

茂
田
き
よ
子
、
金
沢
あ
さ
子
、

伏
木
ヤ
ス
子
、
老
沼
惠
子

お知らせ

（17）

人

権

標

語

誰
と
で
も

生
き
て
る
だ
け
で

つ
な
が
る
輪

野
木
小
学
校

松
本

ま
つ

も
と

静
香

し
ず

か

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

１９
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In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

窓
口
の
本
人
確
認
の
方
法

が
変
わ
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
法
と
戸
籍
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
５
月
１
日
よ
り
窓
口

で
の
本
人
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

Ｑ
住
民
票
、
戸
籍
等
の
証
明
書
が
ほ

し
い
の
で
す
が

Ａ
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
を
１
種
類
ま
た
は
２

種
類
以
上
持
参
く
だ
さ
い
。

１
種
類
で
確
認
で
き
る
書
類

運
転
免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
旅
券
、
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
が
発
行
し
た
写
真
付

き
の
証
明
証

２
種
類
以
上
の
確
認
が
必
要
な
書
類

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
写
真
無
し

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
学
生
証
、

社
員
証
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

が
発
行
し
た
写
真
無
し
の
証
明
証
等

※
窓
口
に
代
理
人
が
来
る
場
合

代
理
人
や
使
い
の
方
が
窓
口
に
来

ら
れ
る
時
は
、
確
認
書
類
の
ほ
か
に

委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

郵
送
で
証
明
書
を
請
求
す
る
場
合

に
は
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
返
送
先
は
現
住

所
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
戸
籍
の
届
出
を
し
た
い
の
で
す
が

Ａ
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。（
戸
籍
届
出
は
、

養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、
婚
姻
、
協

議
離
婚
、
認
知
の
届
出
に
限
っ
て
行

い
ま
す
）
本
人
確
認
の
方
法
は
証
明

書
の
交
付
請
求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

※
本
人
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合

届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
、
確
認
で
き
な
か
っ
た

方
に
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
通

知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
住
民
課

緯（

）
４
１
２
７

５７

２０年度事務連絡員（自治会長）
氏 名自治会名氏 名自治会名氏 名自治会名氏 名自治会名

丸 山 拓 二丸 林 西 上伏木一郎ヱ門中 根坂 口 進 治大 塚 １青 木 三 男本 新 田

小 沢 忠 明丸林西中１刈 谷 勝御 門坂 本 光 弘大 塚 ２石 塚 文 夫下 影

小森谷 一雅丸林西中２長 濱 悦 也座 又赤 荻 秀 夫野木１の１大 嶋 英 夫角 新 田

関 根 一 男丸林西中３柿 沼 輝 男行 家島 田 泰 司野木１の２平 澤 克上 羽 ケ 田

渡辺 たか子丸林西中４石 川 清北 斗小 島 一 宣野 木 ２上 原 輝 男中 古 屋

鶴 見 直丸 林 西 下舘 野 三 郎中 之 内赤 荻 勇野 木 ３大 高 均友 下

小田切 久美潤 島 １長 山 裕 幸篠 山 １上 野 俊 明野 木 ４山中 詔八友 西

竹 内 進潤 島 ２相 川 清篠 山 ２杉 山 義 彦野 木 ５山 中 貞 男松 原 １

塚 田 孝 雄潤 島 ３長 浜 仙 造中 谷 １小 俣 通 夫野 木 ６鹿 村 恵 一松 原 ２

尾 林 呈 三潤 島 ４小 林 四 郎中 谷 ２藤 田 英 博野 木 原山 村 仁 史松 原 ３

岩 瀬 泰 一若 林 １中 山 誠中 谷 ３三 木 繁野 渡 １吉 川 武 司松 原 ４ 東

上村 富士雄若 林 ２伏 木 正 一中 谷 ４伊藤 誠二野渡２の１田 中 登松 原 ４ 西

舘 野 利 夫佐 川 野 上矢 貝 哲 久丸林東上１田 口 芳 一野渡２の２阿 部 幸 夫新 橋 西 １

三 橋 哲 也佐 川 野 中三 好 忠 則丸林東上２高 橋 一 義野 渡 ３小 堀 勲新 橋 西 ２

佐 藤 謙 一佐 川 野 西村 野 八 藏丸林東上３森 田 恭 史野 渡 ４中 畑 隆新 橋 西 ３

岩 﨑 徹 夫佐川野下の１小 林 幸 夫丸林東中１宮 内 正 春富 岡加 藤 富 雄新 橋 東 １

大 森 文 雄佐川野下の２松 本 正 雄丸林東中２中 山 作 一野 渡 ５西田 栄二郎新 橋 東 ２

岩 瀬 秀 夫佐川野下の３菅 原 芳 松丸林東下１小 暮 久 雄野 渡 ６田戸岡 悟新 橋 東 ３

小 野 明佐川野下の４松 目 弘丸林東下２松 田 秋 雄狐 塚 １吉 田 堅 志卯 ノ 木 １

田 村 末 吉川 田 １ジェフリー ミラー丸林東下３渡 邊 敏 雄狐 塚 ２船 木 健 二卯 ノ 木 ２

中 里 利 男川 田 ２眞 瀨 安 益丸林東下４中 田 祐 宣陽 光 台佐 藤 英 夫芝 山 １

鈴 木 次 男川 田 ３髙 島 恵 子丸林東下５田 村 勝 栄矢 畑茂 呂 松 次芝 山 ２

２０年度事務連絡員（区長）
氏 名区名氏 名区名氏 名区名氏 名区名

上 原 清 一若 林川名子 博丸林東福 島 孝 典野 渡大 竹 秀 守友 沼

岩 﨑 勝 行佐川野金 澤 靖 夫丸林西伏 木 浩南赤塚山 中 丑 松松 原

黒 須 輝 之川 田長 島 巖潤 島福 田 征 一中 谷小 池 章 三新 橋

茅 原 二三男野 木



平成１２年に我が国は、５か年計画で少子化対策８項目の「エンゼルプラ

ン」をスタートさせた。プランの主な骨子は、保育待機児童の解消、延長保

育や休日保育の推進、地域子育て支援センターの整備充実などであった。

その年にエンゼルプランについて広報連絡員としてレポートをして８年

が過ぎ去った。しかしながらプラン策定後も我が国は経済の低迷が続き、

若い人たちの未来への展望も開けずに、ますます少子化に拍車がかかっ

ていったようだ。この間に野木町はどのように変貌したのかを、今年の３

月にまとめられた「野木町統計資料データ」から統計の面から追って見る

ことにした。

人口は２６，６７４人から２５，８１２人へとわずかではあるが減少傾向にある。

世帯数は８，３４７世帯から８，８９４世帯へと５４７世帯も増加している。さらに人

口構成比に着目してみると、１５歳から６４歳までの働き盛りが７０．３６％と県

内第１位であった。また、野木町は他市町村から転入してくる若い家族が

多いことから、核家族も６５．４７％と県内第１位であった。そのような状況

の中、我が町の保育の現状はというと、年々要保育児童が増加し続けて丸

林保育所だけでは対応できずに新橋小学校の余裕教室を利用しての分園

保育を行っている。それでも待機児童の解消には繋がっていないようだ。

この４月に町と社会福祉法人延寿会とが連携して「いちご保育園」が丸

林に開園するということなので広報連絡員としてさっそく訪ねてみた。

園名のネーミングの由来は、一生に一度の人と人との繋がりを大切にと

の言葉「一期一会」から、子どもを預かる保育園の名にふさわしく「いち

ご」としたそうだ。保育時間延長や週に２、３日だけの保育のほか、保護者

の急な要望に応える保育や休日保育の制度を充実させたこと。特出なの

は看護師が常勤することで、子どもが保育中に微熱を出すなどで体調不

良になった場合にも安心であること。子育て支援センターも併設して子

育て相談や情報の提供を心がけていくそうだ。その他に園舎の設計にも

いろいろと工夫がなされていた。園児送迎などのために広い駐車場も整

備された。働くお母さん方にとってこんな好条件な保育園は少ないので

はないだろうか。「町とタイアップして少子化対策の一環として待機児童

解消の役割を担っていく」と、開設スタッフ。「子どもたちが毎日元気に通

って来られる安心で安全な保育園を目指したい」と、園長先生の抱負。最

後に園の保育方針を伺った。

産子どものもつ可能性を十分に発揮できる保育園

産元気な体を作り、豊かな感性を育てる保育園

産病気になっても安心して通える保育園

保育環境の整備を少しずつ進めることにより、我が野木町は若い人た

ちが安心して子どもを預け、元気に働くことのできる町になってもらい

たいものだ。
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少
子
化
対
策
の
そ
の
後

～
い
ち
ご
保
育
園
開
園
で
お
話
を
聞
い
た
～

広報連絡委員

杉本 智恵子

広報連絡委員
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古
河
市

算
第
2
回
許こ

我が

篆て
ん

書
展

し
ょ

現
代
書
壇
を
代
表
す
る
書
家
が
、
古
河
ゆ
か
り

の
「
雪せ

っ

華
｣
を
篆
書
で
表
現
し
ま
し
た
。

か

日

時

４
月

日
（
土
）～
６
月

日
（
木
）

２６

２６

午
前
９
時
～
午
後
６
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
5
月
5
日
は
開
館
）、

４
月

日
（
水
）、
５
月
７
日
（
水
）、

日
（
金
）

３０

２３

場

所

篆
刻
美
術
館

入
館
料

大
人
２
０
０
円

子
ど
も

円
５０

問
篆
刻
美
術
館

緯
（

）
５
６
１
１

２２

北
川
辺
町

算
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
あ
ぐ
り
塾
第
３
期
生
募
集

農
業
に
興
味
の
あ
る
方
、
定
年
退
職
後
の
生
き

が
い
と
し
た
い
方
、
農
業
を
基
盤
に
し
た
起
業
化

を
目
指
し
た
い
方
を
支
援
す
る
た
め「
あ
ぐ
り
塾
」

を
開
講
し
ま
す
。

活
動
日

５
月

日
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

２５

第
２
・
４
日
曜
日

場

所

ラ
イ
ス
パ
ー
ク

応
募
資
格

学
生
及
び
一
般
社
会
人
、
会
社
退
職

者
等
（

歳
未
満
）

６５

入
会
金

年
間
５
０
０
０
円

（
指
導
料
・
保
険
料
込
み
、
材
料
費
別
）

活
動
内
容

農
産
物
栽
培
、食
品
加
工
、地
域
交
流

応
募
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ラ
イ

ス
パ
ー
ク
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク

緯
（

）
４
３
４
９

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報



WWWWWWWWWWWiiiiiiiiiittttttttttithhhhhhhhhhhYYYYYYYYYYYoooooooooouuuuuuuuuuou

毅
毅

毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

子どものけんか

ひとり遊びでは、けんかは起こりませ

ん。隣の子とからだが触れたり、ことば

を交わしたりするなどの関わりがあると、

けんかは起こります。けんかの相手は、

お互いに興味をもっているよく一緒に遊

ぶ子同士の場合が多いようです。昔から

「けんかするほど仲が良い」といわれてい

ますが、そのとおりですね。

けんかの原因や展開は年齢によって異

なりますが、集団生活の中ではけんかは

避けることのできないものです。幼児の

けんかの原因のほとんどが、ことばで自

分の気持ちを表現できなくて手が出たり、

我慢することができなかったり、意見が

対立したときなどです。関わり合うとけ

んかが起こり、そしてそのけんかによっ

てお互いの関わりが深まっていくのです。

赤ちゃんも友だちとおもちゃを取り合

ったり、隣の子とぶつかって泣き出した

りします。けんかのようにも見えますが、

単に「これで遊びたいの・・・」だったり、

ちょっとからだが触れただけで、けんか

というレベルには達してはいません。相

手の存在を意識した自己主張のぶつかり

合いは、２歳後半頃から始まります。こ

うして自分以外の人の存在を意識するよ

うになります。

子どもは集団生活の中で、人との関わ

り方やさまざまなルールそして社会性を

身に付けていきます。けんかをすると、

戸惑いや悔しさ、怒りや痛みを感じます。

そうした体験から、相手の気持ちを知り、

感情の抑え方や人との関わり方、遊びの

ルールを学んでいきます。

丸林保育所保育士 小泉 純子

ｔａｓｐｏ（タスポ）
をご存知ですか？

毎年５月３１日は、ＷＨＯ（世界保健機

関）が定める「世界禁煙デー」です。厚

生労働省においても、平成４年から世界

禁煙デーに始まる一週間を「禁煙週間」

として、各種の施策を講じてきています。

さらに今年は３月より順次、未成年者の

喫煙防止の一環として、ｔａｓｐｏ（タ

スポ）対応の成人識別たばこ自動販売機

が全国で導入になります。

ｔａｓｐｏ（タスポ）は、成人識別の

ためのカードです。便利な電子マネー

「ピデル」も付いています。この取り組

みは、自動販売機を利用する際に、成人

のみに発行されるカードが必要になるた

め、未成年者の購入を防ぐことを目的と

しています。

こうした未成年者の禁煙防止の取り組

みとともに、喫煙者は周りの非喫煙者に

対して、たばこの煙を吸わせないよう十

分に配慮しましょう。それは、喫煙者が

吸い込む煙「主流煙」より、非喫煙者が

吸わされる煙「副流煙」のほうが有害物

質を多く含んでいるからです。

そして、自らの健康状態にもきちんと

目を向け、喫煙が健康に与える悪影響を

知ったうえで、喫煙習慣の見直しを図り

ましょう。

町健康福祉課 保健師

（21）
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投
稿

ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
炸
裂
鎧

野
木
剣
友
会
女
子
剣
士
会

普
段
、
子
ど
も
た
ち
の
稽
古
を
見

学
し
て
い
た
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
中
心

と
な
り
、
女
性
だ
け
で
稽
古
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
や
家
庭
の
中
心
は
マ

マ
さ
ん
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
稽

古
を
見
て
い
る
時
間
が
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
、
竹
刀
を
手
に
取
り
始
め

ま
し
た
。
過
去
に
経
験
の
あ
る
方
は

大
会
参
加
や
昇
段
を
目
的
に
、
初
心

者
の
方
は
体
力
づ
く
り
に
と
、
目
的

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
ま
た
、
稽
古

後
の
女
性
だ
け
の
懇
親
会
は
大
盛
り

上
が
り
で
協
力
体
制
も
バ
ッ
チ
リ
外

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

上
杉
紀
子

緯
（

）
１
７
３
９

５７

さ
て
、
昨
今
、
町
民
の
図
書
館
へ

の
要
望
は
多
岐
に
わ
た
る
と
聞
き
及

び
ま
す
。「
休
館
日
が
多
す
ぎ
る
」
や

「
閉
館
時
間
が
早
す
ぎ
る
」
な
ど
な
ど
。

ど
の
ご
意
見
も
町
の
図
書
館
を
良
く

し
た
い
と
の
心
情
か
ら
く
る
も
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
よ
く
よ
く
考
え
て

み
る
と
図
書
館
の
究
極
の
使
命
と
は
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
（
読
書
相
談
）の

充
実
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
こ
の

点
で
は
我
が
町
の
図
書
館
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
お
見
事
。
合
格
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
ひ
と
り
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
充

実
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
、

今
回
の
事
例
が
図
ら
ず
も
証
明
し
て

い
た
か
ら
で
す
。

末
尾
に
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
に
感

謝
し
、「
喝
采
」
を
叫
び
ペ
ン
を
置
き

ま
す
。

と
こ
ろ
が
数
日
後
、
図
書
館
か
ら

う
れ
し
い
連
絡
が
あ
っ
た
。「
ご
希
望

の
小
説
を
入
手
し
ま
し
た
の
で
ご
来

館
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
そ
の
と
き

に
お
話
し
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
翌
日
出
向
く
と
、
司
書
が
昭

和

年

月
よ
り
翌
年

月
ま
で
の

４７

１１

１２

１
年
間
の
週
刊
誌
を
前
に
「
あ
の
後
、

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
第
二
部
は

サ
ン
デ
ー
毎
日
が
連
載
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
全
部
を
県
立
図
書
館
か
ら

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
の
で
館
内

で
読
ま
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
」
と

親
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
。

ほ
ど
よ
い
暖
房
と
静
か
な
空
間
の

も
と
で
私
は
心
ゆ
く
ま
で
こ
の
小
説

を
堪
能
す
る
と
同
時
に
、
司
書
の
努

力
と
温
か
い
配
慮
に
頭
が
下
が
る
思

い
で
あ
っ
た
。

投
稿

図
書
館
で
の

う
れ
し
い
出
来
事

小
杉
史
朗

若
い
頃
、
私
は
水
上
勉
著
「
鈴
の

な
る
人
・
第
一
部
」
を
読
み
、
い
た

く
感
動
し
た
憶
え
が
あ
る
。
昭
和
の

暗
黒
時
代
を
生
き
抜
い
た
人
々
の
物

語
で
、
今
般
再
読
し
改
め
て
著
者
の

清
冽
な
筆
致
に
圧
倒
さ
れ
、
是
が
非

で
も
第
二
部
を
読
み
た
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
あ
る
花
冷
え
の
す
る
日
、

こ
の
本
を
求
め
町
の
図
書
館
を
訪
れ

た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
館
の
ど
こ

を
探
し
て
も
見
当
た
ら
ず
、「
水
上
勉

全
集
二
十
六
巻
」
に
も
収
録
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
藁
を
も
つ
か
む
思
い

で
司
書
に
助
け
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

版
元
の
事
情
で
第
二
部
は
も
と
も
と

上
梓
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、

読
み
た
い
と
い
う
私
の
希
望
は
こ
こ

で
完
全
に
つ
い
え
た
。

酸
毎
週
水
曜
日

野
木
二
中
武
道
場

午
後
７
時

分
３０

～
９
時

酸
毎
週
土
曜
日

野
木
二
中
武
道
場

午
後
７
時

～
８
時

分
３０

（
小
学
生
と
一
緒
）



投
稿

潤
島
句
会

〈
短
歌
〉

春
謳
う

花
の
命
は

精
一
杯

う
た

人
の
心
を

な
ご
ま
せ
る
日
々

関
口

嘉
子

鎌
倉
や

集
い
し
友
に

歴
史
あ
り

六
十
余
年

色
と
り
ど
り
に

柏
原
健
太
郎

腹
七
分

残
り
の
三
分

明
日
の
糧

し
ち
ぶ

細
く
長
く
が

生
き
方
上
手

根
日
屋
国
男

白
梅
の

小
さ
な
花
び
ら

舞
い
下
り
て

地
上
は
雪
の

キ
ャ
ン
バ
ス
の
よ
う

小
口

慶
子

核
家
族

な
ら
ぬ
わ
が
家
は

中
家
族

夢
語
り
合
う

時
ぞ
た
の
し
き

結
城

利
治

茅

茅

茅

〈
俳
句
〉

麦
踏
む
や

あ
の
世
の
母
の

居
る
ご
と
し

橋
本

澄
子

日
脚
伸
び

た
だ
そ
れ
だ
け
で

癒
さ
れ
る

秋
元

映
子

蕗
の
と
う

探
し
て
歩
く

雪
の
道

松
永

廣
吉

春
浅
し

ち
と
早
す
ぎ
か

ガ
マ
ガ
エ
ル

今
西

暁
子

ヨ
シ
焼
け
ば

ね
ぐ
ら
追
わ
れ
て

泣
く
野
鳥

馬
場

茂

焼
き
い
も
の

匂
い
が
先
に

覗
く
窓

小
島

文
子

春
を
待
つ

川
せ
み
休
む

散
歩
道

金
市

春
子

Topics～町の話題・投稿～
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◇
ル
ピ
ナ
ス
畑
は
こ
ち
ら
で
す
。
駐

車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
稿

ル
ピ
ナ
ス
を
咲
か
せ
て

年
１０

丸
林
在
住

長
島

間
々
田
の
渡
辺
さ
ん
か
ら
種
子
を

い
た
だ
き
、
ル
ピ
ナ
ス
を
作
り
始
め

て

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
は

１０
他
の
農
作
物
と
同
じ
で
連
作
障
害
や

土
壌
害
虫
の
食
害
に
あ
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ル
ピ
ナ
ス
は
開
花
す
る
と
花

穂
が
重
い
の
で
、
雨
を
含
む
ほ
ん
の

分
程
度
の
突
風
で
も
茎
が
折
れ
て

３０し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で

も
私
な
り
に
試
行
錯
誤
を
か
さ
ね
て

栽
培
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
最

近
は
年
々
交
配
が
進
み
、
栽
培
当
初

に
比
較
す
る
と
花
数
が
増
え
て
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
す
。

町
内
の
方
々
を
は
じ
め
遠
方
の
方

も
ル
ピ
ナ
ス
を
観
に
来
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ

ま
し
た
な
ら
、
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
頃
に
は
開
花
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
ル

ピ
ナ
ス
畑
で
す
が
ほ
ん
の
ひ
と
と
き

「
癒
し
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

町内の交通事故

7件数
３
月
累
計

0死者

9傷者

32
(0)

件数
（増減）年
累
計
（
前
年
比
）

２０

0
(-1)

死者
（増減）

41
(4)

傷者
（増減）

町内の救急出場

82
出場
件数３

月
累
計 72
搬送
人員

877
(102)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

19

794
(56)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

1空き巣
３
月
累
計

1自動車盗

2車上ねらい

2自転車盗

2
(-6)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２０

4
(0)

自動車盗
（増減）

7
(-9)

車上ねらい
（増減）

6
(-1)

自転車盗
（増減）

今月の納期

固定資産税

軽自動車税

第１期

全 期

４月１日現在

人口男12,755人
女12,988人
計25,743人

世帯数 8,913

町の人口
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